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電力自由化へ① 新電力からの電力購入 

■大規模施設１７７施設の 

   電力を新電力から購入 

  １億円の経費削減見込み 

  （２６年度） 

■２３区で初めて 

     入札で電力を購入 

自分たちも電力会社を選べないのか、
という区民の声 

世田谷区のこの取り組みが、新電力の
存在が全国に広く知られるきっかけと
なった 
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近い将来に、電力会社を自由に選んで電気を購入できる制度となった
場合、価格について、どのように考えますか？ 

再生可能エネ

ルギーによる電

力であれば、東

京電力よりも価

格は多少高くて

も構わない, 913 

東京電力と同じ

価格であれば

利用する, 282 

東京電力よりも

安い価格なら利

用する, 556 

分からない, 242 
無回答, 5 

【出典】東京都生活協同組合連合会 

４３％ 

１３％ 

５６％ 

電力自由化とエネルギー政策に関するアンケート 
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電力自由化へ② 国との具体的な話し合い 

枝野経済産業大臣（当時）と２回
にわたり電力制度改革の促進につ
いて話し合い 

電力小売自由化の制度設計 
  電力の自由化の制度設計にあたって、消費者

が価格だけでなく、電力の「質」を選択でき
る市場環境の整備 

   

新電力(PPS)の競争環境の整備 

  日本卸電力取引所の取引拡大、託送料金の適
正化など、電気事業者の競争環境の整備 

先行モデル実施などの実験 
    電力自由化への先鞭をつける地域エネル

ギー政策を実現するための、法的・制度的
環境の整備 

話し合いのポイント 
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電力全面自由化の実現へ 

電気事業法が改正 
 
一般家庭でも 
電力の購入先を 
自由に選べる時代に 
（２０１６年４月） 
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世田谷区 

各地での自然エ
ネルギー発電 

新電力 
（ＰＰＳ） 売電 電力購入 

資金･情報 
技術提携 

民間事業者 
大学など 

技術提携 
事業連携 

電力自由化による可能性の広がり 

交流自治体との連携で再生可能エネルギーの利用を拡大 
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みうら太陽光発電所（H26. 3. 1開設） 

■三浦市に災害等が発生した場合、 
 みうら太陽光発電所を一時避難所として使用したり、 
 発電した電気を非常用電源として提供したりする協定を締結。    

■神奈川県三浦市の区有地に 

 区直営の太陽光発電所を設置    

世田谷区 

三浦市 
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みうら太陽光発電所の事業手法 

■リース形式のため設置時の 

 初期投資はなし 

■売電収入－リース料 

   ＝ 半年で約６５０万円 

    （２６年３月～８月実績） 

資金力の少ない自治体でも活用可能な事業スキーム 

http://www.city.setagaya.tokyo.jp/index.html


- 9 - 

注目の新技術（水素エネルギー） 

デンマークでの水素活用の社会実験 

① 再生可能エネルギー（風車）による発電 
② その余剰電力を用いて「水」を電気分解し、「水素」を生成 
③ 専用管を用いて供給された「水素」を原料に各家庭で発電 
 （発電時に排出されるのは「水」だけ） 

水を電気分解し、
水素を生成 風力発電 水素を原料に 

各家庭で発電 
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川崎市との連携 

⽔素エネルギーフロンティア国家戦略特区（川崎市） 

① 水素の大量貯蔵・輸送技術を活用し、 
 水素の輸送・産業利用を推進 
 （水素利用量 年間約7 億N ㎥） 
 
②「世界初の商用水素発電所」(9 万kW級)を 
 川崎臨海部に建設 
 （水素利用量 年間約6.3 億N ㎥） 
 
③ 水素発電所で発生する未利用排熱の 
 有効活用 
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燃料電池（水素）を活用した地域でのエネルギー循環 

住宅の屋根・ベランダで 
発電した電気を、各家庭の 
燃料電池（水素）で蓄電 

燃料電池 
（水素） 

太陽光 
（電気） 

究極の地域分散型発電 

ベランダ発電 

屋根発電 

ごみ発電の地域活用 

ごみ焼却熱を活用して発電した
電気を、燃料電池として備蓄し、
災害時に避難所等で活用 
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世田谷からの情報発信 

■１０月２８日（火）  （会場：世田谷産業プラザ【三軒茶屋】） 

 「エネルギー革命最前線 

   ～水素・燃料電池新時代と電力自由化」 
  燃料電池車の発売を控え、家庭用燃料電池の将来像などを 

  視野に、経済産業省、トヨタ自動車、川崎市長などを招いたセ 

  ミナー 【主催：世田谷新電力研究会 有料 要事前申込】 

■１２月６日（土）  （会場：三軒茶屋ふれあい広場） 

 「エネ・フェス世田谷２０１４」 
  水素の活用や、太陽光発電のアイテムなどを広く知ってもらう 

  ためのイベントやコンクール、環境優良事業所の表彰を実施 

  （みうら太陽光発電所の売電収益を活用して実施） 
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